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吉
川
勲
計
量
士
部
会
委
員

の
総
合
司
会
で
開
会
、
吉
村

良
次
計
量
士
部
会
会
長
の
開

会
の
辞
に
続
い
て
、
主
催
者

を
代
表
し
て
加
島
淳
一
郎
日

本
計
量
振
興
協
会
長
が
あ
い

さ
つ
（
別
項
参
照
）
し
、
三

浦
裕
幸
経
産
省
計
量
行
政
室

長
大
会
が
祝
辞（
別
項
参
照
）

を
述
べ
て
大
会
が
進
行
さ
れ

た
。

　

ま
ず
吉
村
良
次
計
量
士
部

会
会
長
が
次
の
と
お
り
開
会

の
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

　
「
全
国
各
地
か
ら
、第　

回
14

全
国
計
量
士
大
会
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
全
員
で

1
6
3
名
の
ご
出
席
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
大
会
冊

子
に
載
せ
て
い
る
よ
う
に
北

海
道
計
量
士
会
始
め　

の
計

22

量
士
会
、
計
量
協
会
か
ら
協

賛
を
い
た
だ
い
て
お
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
メ
イ

ン
テ
ー
マ
を
『
グ
ロ
ー
バ
ル

化
社
会
に
お
け
る
計
量
管
理

と
計
量
士
の
役
割
』
と
題
し

て
企
画
し
た
と
こ
ろ
で
す
」

　
「
今
年
で　

回
を
数
え
、そ

14

ろ
そ
ろ
満
了
か
と
思
わ
れ
る

方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
そ
う
で
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
」「
計
量
士
制
度

は
、
当
初
の
登
録
証
に
書
か

れ
て
い
た
と
お
り
、
質
量
、

体
積
、
長
さ
、
角
度
、
温
度

等
に
区
別
さ
れ
て
お
り
一
定

の
分
野
で
専
門
性
の
高
い
制

度
で
あ
っ
た
。
今
で
は
、
計

量
士
の
業
務
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
業
種
に
お
け
る
計
量
管

理
、
法
定
検
査
の
分
野
に
も

関
わ
り
を
持
つ
な
ど
計
量
士

と
い
う
資
格
に
世
間
か
ら
は

幅
の
広
い
、
奥
の
深
い
力
量

が
期
待
さ
れ
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
昨
今
は
、
技
術
の
進

歩
も
人
々
の
好
み
も
変
化
し

立
ち
止
ま
っ
て
は
く
れ
ま
せ

ん
。
変
化
の
激
し
い
な
か
で

計
量
士
の
あ
り
方
、
方
向
性

を
追
求
す
る
と
い
う
こ
と

が
、
こ
の
計
量
士
大
会
の
目

的
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
」

「
経
済
産
業
省
で
は
、
計
量

制
度
の
見
直
し
の
検
討
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
日

は
貴
重
な
お
話
し
を
お
伺
い

で
き
る
と
期
待
し
て
い
ま

す
」「
こ
の
大
会
が
、
有
意
義

な
も
の
と
な
る
こ
と
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
第　

回
全

14

国
計
量
士
大
会
の
開
会
を
宣

言
い
た
し
ま
す
」

　
（
一
社
）
日
本
計
量
振
興
協
会
は
、
2
0
1
6
（
平
成

　

）
年
2
月　

日
画
、
第　

回
全
国
計
量
士
大
会
を
東
京

28

26

14

都
港
区
海
岸
の
ホ
テ
ル
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
東
京

ベ
イ
で
開
催
し
た
。
会
場
に
は
全
国
各
地
か
ら
多
数
計
量

士
が
集
ま
り
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
に
お
け
る
計
量
管
理

と
計
量
士
の
役
割
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
活
発
に
意
見

交
換
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
講
演
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け

る
計
量
管
理
の
状
況
に
つ
い
て
、
昨
年
実
施
さ
れ
た
計
量

士
に
よ
る
調
査
団
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
調
査
し
た
デ
パ
ー

ト
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
で
の
計
量
管
理
の
状
況
や

方
法
の
よ
う
す
を
報
告
し
た
。
ま
た
自
動
は
か
り
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
と
管
理
事
例
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
実

際
の
管
理
の
事
例
に
つ
い
て
紹
介
し
、
計
量
士
自
ら
が
研

鑽
を
積
み
、
今
後
の
職
域
拡
大
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
有

用
な
情
報
を
共
有
し
、
多
く
の
計
量
士
か
ら
活
発
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
た
。
大
会
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

　

皆
様
、
本
日
は
ご
多
用
の

な
か
、
多
く
の
方
々
が
遠
路

か
ら
ご
出
席
を
賜
り
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
、
公
務
ご
多
忙
の
な
か
、

経
済
産
業
省
計
量
行
政
室 

三
浦
室
長
様
を
始
め
関
連
機

関
か
ら
多
く
の
ご
来
賓
の
ご

出
席
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

計
量
士
の
皆
様
方
に
は
日

ご
ろ
郵
政
計
量
管
理
業
務
や

試
験
校
正
事
業
お
よ
び
当
会

の
各
種
事
業
に
ご
支
援
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
を
こ
の
場
を
お
借
り
し

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

わ
が
国
の
経
済
は
、
足
踏

み
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
が

大
企
業
は
好
決
算
が
相
次
い

で
お
り
、
本
年
は
、
官
民
一

体
と
な
っ
た
活
動
に
よ
る
本

格
的
な
景
気
回
復
を
期
待
す

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
計
量
界
は
1
0
0

有
余
年
間
そ
の
使
命
は
変
わ

ら
ず
、
脈
々
と
活
動
が
継
承

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
誇
り
に

す
べ
き
こ
と
で
あ
り
ま
す

が
、
咋
今
の
計
量
界
に
は
や

や
停
滞
感
が
み
ら
れ
て
い
ま

す
。
会
員
や
事
業
の
減
少
お

よ
び
計
量
技
術
者
の
不
足
が

全
国
の
共
通
課
題
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
は
、
そ
の

課
題
の
解
決
の
た
め
計
量
体

制
の
見
直
し
・
再
構
築
と
そ

の
た
め
の
人
材
育
成
が
急
務

で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
に
と

も
な
っ
て
計
量
士
の
力
量
の

一
段
の
向
上
と
活
動
範
囲
の

拡
大
が
求
め
ら
れ
て
く
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
計
量
士
は
、
世
の
な
か

の
動
き
に
対
応
し
た
新
た
な

活
動
の
場
を
自
ら
開
拓
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
と

考
え
ま
す
。
本
日
の
意
見
交

換
会
の
テ
ー
マ
も
そ
の
辺
の

話
題
が
中
心
に
な
る
も
の
と

推
察
い
た
し
ま
す
。

　

当
会
の
事
業
は
、後
ほ
ど
、

河
住
専
務
理
事
か
ら
説
明
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
郵
政

計
量
管
理
事
業
、
J
C
S
S

校
正
事
業
、
研
修
事
業
等
、

計
量
士
に
係
る
も
の
が
大
半

で
あ
り
、
計
量
士
の
問
題
は

運
命
共
同
体
で
あ
る
当
会
の

問
題
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

本
日
の
よ
う
な
意
見
交
換
会

や
討
議
の
場
を
通
し
て
今
後

の
よ
り
有
効
な
対
応
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
支

援
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
大
会
の
企
画

運
営
に
当
た
ら
れ
た
当
会
計

量
士
部
会
お
よ
び
関
係
者
の

皆
様
方
の
ご
苦
労
に
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

今
年
も
第　

回
全
国
計
量

14

士
大
会
に
出
席
す
る
こ
と
が

で
き
て
大
変
光
栄
で
す
。
そ

れ
と
と
も
に
日
ご
ろ
、
計
量

行
政
に
多
大
な
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、

こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

計
量
行
政
に
つ
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
な

か
で
、
制
度
見
直
し
に
向
け

て
着
々
と
進
め
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
課
題
を
整
理
す
る

検
討
会
を
審
議
官
ヘ
ッ
ド
で

2
月
1
日
に
第
1
回
、
第
2

回
を
3
月
2
日
、
第
3
回
を

3
月　

日
に
お
こ
な
い
報
告

18

書
と
し
て
取
り
ま
と
め
ま

す
。

　

1
回
目
は
、
日
計
振
、
計

工
連
、
日
環
協
の
計
量
関
係

3
団
体
か
ら
制
度
見
直
し
に

つ
い
て
、
要
望
を
発
表
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
2
回

目
は
、
そ
れ
を
深
め
ま
す
。

そ
の
結
果
、
見
直
し
の
視
点

は
、
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、

大
き
く
3
つ
位
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

1
つ
目
の
視
点
は
、
今
ま

で
も
民
間
活
力
の
導
入
が
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
さ
ら

に
、も
う
一
歩
進
め
る
こ
と
。

具
体
的
に
は
、
検
定
・
定
期

検
査
が
お
こ
な
う
主
体
と
し

て
地
方
自
治
体
に
担
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

も
う
少
し
、
民
間
の
力
を
活

用
で
き
な
い
か
。た
と
え
ば
、

修
理
後
検
定
に
何
ら
か
の
形

で
指
定
検
定
機
関
の
指
定
基

準
を
見
直
し
な
が
ら
決
め
て

い
く
と
い
う
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。

　

2
つ
目
の
視
点
は
、
社
会

情
勢
の
変
化
に
応
じ
て
新
た

に
規
制
し
た
方
が
良
い
の
で

は
と
い
う
視
点
。
具
体
的
に

は
、
長
年
、
日
計
振
が
進
め

て
き
た
自
動
は
か
り
や
水
素

自
動
車
の
普
及
に
対
し
て
水

素
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
を
ど
う

す
る
の
か
と
い
う
話
で
す
。

　

3
つ
め
は
、
規
制
緩
和
の

話
で
今
の
時
代
に
こ
こ
ま
で

規
制
す
る
必
要
は
な
い
の
で

は
と
い
う
視
点
。た
と
え
ば
、

環
境
計
量
証
明
事
業
者
が
持

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
設
備

を
緩
和
で
き
な
い
か
、
指
定

製
造
事
業
者
の
指
定
基
準
に

I
S
O
基
準
を
導
入
し
て
緩

和
で
き
な
い
か
、
と
い
う
視

点
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

経
産
省
の
組
織
目
標
は
、

1
年
に
1
回
そ
れ
ぞ
れ
の
局

で
建
て
る
わ
け
で
あ
り
ま
す

が
、
幸
い
、
来
年
度
の
産
業

技
術
環
境
局
の
組
織
目
標
に

入
り
経
済
産
業
省
の
な
か
で

も
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
さ
れ
て
い

る
。
そ
う
い
う
目
標
に
向

か
っ
て
進
ん
で
い
ま
す
。
具

体
的
な
政
省
令
改
正
は
、
次

年
度
を
念
頭
に
お
い
て
い
ま

す
の
で
引
き
続
き
皆
様
方
の

お
声
を
伺
い
な
が
ら
適
切
に

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
も
う
1
つ
申
し
あ

げ
た
い
の
は
、
制
度
を
見
直

し
し
た
か
ら
と
い
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
解
決
で
き
る

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
複
雑
化
す
る
世
の
な
か

で
1
番
大
事
と
思
っ
て
い
る

の
は
、
関
係
者
が
ス
ク
ラ
ム

を
組
ん
で
進
ん
で
い
く
こ
と

が
大
事
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
2
月
に
全
国
計
量
行
政

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
全

国
の
関
係
者
2
0
0
人
以
上

が
参
加
し
て
進
め
て
い
ま
す

が
今
回
初
め
て
、
日
計
振
、

日
環
協
か
ら
も
課
題
を
発
表

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
、
計
量
士
大
会
に
強

い
印
象
を
受
け
て
き
ま
し
た

が
、
将
来
に
向
か
っ
て
方
向

を
定
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
、
期
待
を
含
め
て
あ
い

さ
つ
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

新
し
い
活
動
の
場
面
を
開
拓
し
て
い
く

加
島
淳
一
郎
日
計
振
会
長

制
度
見
直
し
を
着
々
と
進
め
る

三
浦
裕
幸
経
産
省
計
量
行
政
室
長

　

昨
年
実
施
し
た　

名
の
計

21

量
士
に
よ
る
調
査
団
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
視
察
で
調
査
し
た
デ

パ
ー
ト
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
等
で
の
計
量
管
理
の

状
況
、
自
動
は
か
り
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
と
実
際
の
管
理

の
事
例
に
つ
い
て
、
概
要
報

告
が
あ
っ
た
。講
演
の
後
は
、

全国各地から約170名が参加した会場のようす
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デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施

し
て
計
量
士
業
務
の
根
幹
で

あ
る
計
量
管
理
の
あ
り
方
を

共
有
す
る
と
と
も
に
、
計
量

士
の
活
躍
が
期
待
で
き
る
事

業
、
分
野
等
で
意
見
交
換
を

し
た
。

事
業
の
状
況
を
報
告

　

河
住
春
樹
日
計
振
専
務
理

事
が
、
計
量
士
関
係
事
業
の

取
り
組
み
状
況
を
報
告
し

た
。

臼
日
本
郵
政
計
量
管
理
受
託

業
務
の
実
施
＝
茨
日
本
郵
政

グ
ル
ー
プ
の
逓
信
病
院
、
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
郵

便
局
等
の
適
正
計
量
管
理
、

芋
登
録
計
量
士
の
研
修
、
全

国
9
会
場
で
計
量
管
理
講
習

会
を
開
催
。
受
講
者
計
2
9

3
名
。
渦
試
験
・
校
正
事
業

の
実
施
。
嘘
計
量
管
理
の
推

進
＝
嘘−

1
自
動
は
か
り
の

計
量
管
理
に
関
す
る
課
題
調

査
と
対
応
策
の
検
討
。
韻−

2
I
S
O
1
0
0
1
2
規
格

の
普
及
等
活
用
と
認
証
制
度

の
実
施
。
嘘−

3
計
量
士
国

家
試
験
受
験
者
向
け
計
量
管

理
新
教
材
の
作
成
準
備
。
唄

計
量
担
当
者
育
成
の
た
め
の

研
修
事
業
＝
唄−

1
計
量
士

の
業
務
拡
大
の
た
め
の
技
術

講
習
会
。
唄−

2
校
正
技
術

者
研
修
会
。
唄−

3
計
量
技

術
者
、
唄−

4
計
量
管
理
者

養
成
教
育
。
唄−

5
計
量
器

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
資
格
認
定

講
習
会
。
唄−

6
放
射
線
・

放
射
能
の
測
定
に
関
す
る
基

礎
講
習
会
の
開
催
（
地
区
計

量
団
体
等
と
協
業
）。
欝
計
量

の
普
及
啓
発
＝
欝−

1
計
量

記
念
日
関
連
事
業
。
欝−

2

計
量
普
及
。
欝−

3
地
区
中

小
企
業
対
象
の
測
定
基
礎
研

修
の
実
施
。
欝−

4
計
量
士

の
計
量
計
測
専
門
家
の
登
録

の
推
進
。
蔚
計
量
の
情
報
調

査
国
交
流
＝
蔚−

1
計
量
士

交
流
。
蔚−

2
校
正
事
業
者

（
認
定
事
業
者
）
交
流
。
蔚

−

3
国
際
交
流
。
蔚−

4
経

済
産
業
省
委
託
事
業
の
実

施
。
蔚−

5

計
量
制
度

の
課
題
お

よ
び
そ
の

対
応
策
の

検
討
。
鰻
顕

彰
事
業
の

実
施
。
姥
今

後
の
取
り

組
み
＝
姥
−

1
自
動

は
か
り
の

計
量
管
理

に
関
す
る
調
査
検
討
：
茨
自

動
は
か
り
の
計
量
管
理
基
準

（
J
I
S
規
格
案
）
の
ま
と

め
、
芋
自
動
は
か
り
法
規
制

対
応
案
の
詳
細
検
討
詰
め
、

鰯
自
動
は
か
り
の
計
量
管
理

に
関
す
る
調
査
検
討
報
告
書

の
作
成
、
允
自
動
は
か
り
の

計
量
管
理
調
査
検
討
委
員
会

の
活
動
報
告
会
の
開
催
（
2

0
1
6
〔
平
成　

〕
年
6
月

28

～
7
月
頃
）
姥−

2
計
測
管

理
規
格
I
S
O
／
J
I
S　

Q　

1
0
0
1
2
の
調
査
研

究
：
茨
I
S
O
1
0
0
1
2

規
格
の
適
正
計
量
管
理
事
業

所
へ
の
適
用
検
討
、
芋
I
S

O
1
0
0
1
2
規
格
の
技
術

講
習
会
の
開
催
、
計
量
士
お

よ
び
企
業
向
け
I
S
O
1
0

0
1
2
規
格
の
技
術
講
習
会

の
実
施（
3
月
4
日
に
東
京
、

3
月　

日
に
名
古
屋
）、
鰯
I

11

S
O
1
0
0 
1
2
計
測
管

理
シ
ス
テ
ム
の
企
業
へ
の
普

及
導
入
の
支
援
。
規
格
導
入

支
援
の
た
め
の
手
順
、
方
法

の
検
討
と
事
例
研
究
、
導
入

の
支
援
。
姥−

3
中
小
企
業

測
定
基
礎
研
修
の
拡
大
と
も

の
づ
く
り
支
援
計
量
計
測
事

業
の
推
進
：
茨
中
小
企
業
向

け
測
定
基
礎
研
修
を
継
続
実

施
す
る
、
芋
も
の
づ
く
り
支

援
計
量
計
測
事
業
の
推
進
。

姥−

4
計
量
制
度
の
課
題
と

そ
の
対
応
策
の
調
査
検
討
：

経
済
産
業
省
主
催
「
計
量
制

度
見
直
し
検
討
会
」
へ
の
参

加
（
第
1
回
2
月
1
日
、
第

2
回
3
月
2
日
、
第
3
回
3

月　

日
）、計
量
制
度
課
題
検

18
討
委
員
会
に
お
け
る
課
題
対

応
策
の
詳
細
調
査
検
討
。

　

今
回
の
意
見
交
換
は
「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
社
会
に
お
け
る

計
量
管
理
と
計
量
士
の
役

割
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
で
調
査
し

た
デ
パ
ー
ト
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
等
で
の
計
量
管

理
の
状
況
、
自
動
は
か
り
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
実
際
の

管
理
の
事
例
に
つ
い
て
、
概

要
が
報
告
さ
れ
、
自
由
に
討

議
し
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
桑
山
重
光
計
量
士
部

会
副
部
会
長
。

　

加
藤
英
幸
産
総
研
計
量
研

修
セ
ン
タ
ー
長
と
三
浦
裕
幸

計
量
行
政
室
長
が
講
評
し

た
。

　

閉
会
あ
い
さ
つ
は
、
白
鳥

慎
治
委
員
。

懇
親
会
で
交
流
深
め
る

　

懇
親
会
を
開
催
し
て
、
年

に
1
度
の
計
量
士
の
大
会
で

親
交
を
深
め
た
。

　

懇
親
会
の
司
会
は
加
藤
徳

文
委
員
。
楠
輝
雄
同
会
副
会

長
が
あ
い
さ
つ
し
た
。
来
賓

と
し
て
、
戸
谷
嘉
孝
東
京
都

計
量
検
定
所
長
が
あ
い
さ
つ

し
た
。
横
尾
明
幸
東
京
計
量

士
会
会
長
が
乾
杯
の
発
声
を

し
て
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

計
量
士
が
交
流
を
深
め
た
。

中
締
め
は
、
阿
知
波
正
之
委

員
。

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
）

茄
荷

禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾

代表取締役 横須賀英樹（計量士）

加島淳一郎会長三浦裕幸室長

■
講
演
１
に
関
す
る
質
疑
応

答塩
﨑
利
平
計
量
士
（
富
山
）

　

市
場
に
出
た
計
量
器
に
つ

い
て
、
冊
子
に
後
続
検
定
と

記
述
さ
れ
て
い
る
が
日
本
に

お
け
る
定
期
検
査
は
な
い
の

か
。

帆
足
愛
計
量
士　

欧
州
で

は
、
初
期
検
定
と
後
続
検
定

の
制
度
で
あ
り
、
定
期
検
査

と
い
う
も
の
は
な
い
と
聞
い

て
い
る
。

塩
﨑
利
平
計
量
士
（
富
山
）

　

市
場
に
出
た
も
の
も
製
造

時
と
同
じ
検
査
を
す
る
の

か
。
そ
れ
と
も
公
差
は
違
う

の
か
ど
う
か
。

桑
山
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ　

初

期
検
定
と
後
続
検
定
で
は
、

公
差
は
違
っ
て
い
る
、
と
聞

い
て
い
る
。
原
則
的
に
周
期

は
2
年
に
1
回
、一
部
で
は
、

1
年
の
も
の
、
4
年
の
も
の

も
あ
る
。

荒
木
孝
雄
計
量
士
（
兵
庫
）

　

検
定
証
印
の
話
で
C
ε
の

下
に
M
と
書
か
れ
て
い
る
と

言
わ
れ
た
が
、
具
体
的
に
ど

の
辺
に
あ
る
の
か
教
え
て
欲

し
い
。

帆
足
愛
計
量
士　

パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
「
M
E
T
A
S
表
敬

訪
問
（
は
か
り
）」
の
写
真
に

あ
る
よ
う
に
、
C
ε
と
M
で

検
定
証
印
と
さ
れ
て
お
り
M

は
M
e
t
r
o
l
o
g
y
の

M
で
す
。

広
瀬
幸
造
計
量
士
（
愛
知
）

　

現
地
で
は
、
自
分
で
詰
め

る
、
日
本
で
は
密
封
商
品
と

し
て
値
付
け
が
さ
れ
て
い

る
。一
部
の
ス
ー
パ
ー
で
は
、

自
分
で
詰
め
て
値
付
け
す
る

こ
と
も
出
て
き
て
い
る
。
講

師
は
、
ど
ち
ら
が
好
ま
し
い

と
思
い
ま
す
か
。

帆
足
愛
計
量
士　

欧
州
で

は
、
自
分
で
詰
め
る
が
計
量

し
た
は
か
り
だ
け
で
な
く
レ

ジ
に
正
確
性
を
期
す
た
め
に

「
ロ
ー
ラ
ー
付
き
計
量
器
」

を
配
備
し
て
確
認
し
て
い

る
。
こ
の
点
か
ら
見
る
と
日

本
の
計
量
方
式
か
な
と
思
い

ま
す
。

小
野
威
計
量
士
（
神
奈
川
）

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
に
参
加

し
て
き
た
。
欧
州
の
消
費
者

も
計
量
に
対
す
る
関
心
は
高

い
と
感
じ
た
。
計
量
グ
ラ
ス

の
報
告
も
あ
っ
た
が
、
今
後

日
本
に
お
い
て
、
計
量
は
大

事
な
こ
と
、
関
与
す
る
計
量

士
は
、
非
常
に
重
要
な
仕
事

だ
と
い
う
こ
と
を
少
し
で
も

わ
か
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
し
た
ら
い
い
な
と
思
う
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
で
提
案
し
た
、
計
量

グ
ラ
ス
の
推
進
委
員
会
を
立

ち
上
げ
た
。
委
員
会
を
開
い

て
、
一
般
の
消
費
者
に
そ
う

い
う
計
量
を
し
て
い
る
こ
と

に
意
識
を
持
っ
て
も
ら
い
、

計
量
士
の
皆
様
も
こ
れ
か

ら
、
メ
ジ
ャ
ー
に
な
る
よ
う

に
努
力
を
し
て
い
た
だ
き
計

量
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
計
量
グ

ラ
ス
に
つ
い
て
は
、
精
度
的

な
問
題
が
あ
る
等
、
否
定
的

な
意
見
を
い
う
人
も
い
る
が

計
量
意
識
を
醸
成
す
る
意
味

で
検
討
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
。【
次
号
以
下
へ
つ
づ
く
】

フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
敢

意
見
交
換
要
旨

桑山重光氏帆足愛氏

金井一榮氏佐々木文仁氏

塩崎利平氏

荒木孝雄氏

廣瀬幸造氏




